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中国における全日制専門職大学院に関する実証研究 

 
1．研究背景 

1978年から、中国で改革開放政策が実施されてから、経済の各領域や社会の各分野において専

門的知識や能力を有する職業人への需要が日に日に高まってきた。こうした社会背景のもとで

1989年に国家教育委員会からアメリカの MBA教育に関する調査報告があり、専門職大学院につい

ての議論が行われた。そして、1991年国務院学位委員会により、経済と社会の発展に従い、高度

の専門的知識、能力を有する人材育成プロジェクトが打ち出され、全国９か所で MBA 教育が試行

された。工商管理修士学位は中国初の専門職学位である。1999 年以前は、中国の大学院教育は主

に教育と科学研究領域のために、学術型の人材を育成することを目標としていた。当時の専門職

学位教育は、主に仕事が就いた社会人を対象としていたものである。そのため、1999 年以前には、

専門職学位教育は、非全日制の学習方式が実施されていた。 

1991年から 2009年までは、専門職学位教育は、工商管理修士（MBA ）、建築学学士・建築学修

士 、法律修士など 19 の専門職学位まで拡大した。そして 2008 年までは、募集学生数は 86.5 万

人であった。中で、全日制では、募集学生数が 24.6 万人で専門職学位の募集学生数の 28.4％を

占めていた。非全日制では募集学生数が 61.9 万人で専門職学位の募集学生数の 71.6％を占めて

いた。 

2009年から、新規大学卒業生にも向け、全日制の学習方式が実施された。実践性と応用性が重

要視される業界に人材を送り入れることがより一層期待されてきた。2015年、全日制専門職大学

院の募集人数は全専門職学位の募集人数の半分以上にしめていた。2019 年までは、全日制専門職

学位は 47種類まで拡大した。そして、全日制専門職学位の卒業生は 292744人まで増加した。 

全日制専門職大学院に関して、以下のような既存の研究がおこなわれた。 

全日制専門職大学院に関する先行研究は充分に行われていないものの、専門職学位の現状、重

要性、または課題を分析する先行研究は散見する。 

趙（2009）は専門職学位と職業資格、学術学位との関連から、専門職 学位の定義を明確にし、

専門職学位の特徴を三つに要約した。すなわち、 職業性と学術性の統一、特定の職業志向性、教

育の実践依頼性である。 

陳（2000）は工程修士、法律修士、工商管理修士（MBA）、建築修士、教 育修士の 5 種類の専

門職学位の誕生及び発展について概述し、専門職学位 の実践性、職業性、総合性という基本属性

を見出した。 

張．陳は 2010 年６月から７月に、36か所の全日制専門職大学院の 1682 名の大学院生を対象に

し、質問紙調査を行った。その結果、大学院生の全日制専門職大学院に対する評価がそれほど高

くないことと、全日制専門職の養成課程がその目標を達成していないことを明らかにすることが

できた。 

高（2011）は全日専門職大学院の特徴や研究系大学院との相違点などを取り上げることによっ

て、職場、各専門領域との連携を促すべきという視点を示した。 

 



2．問題意識 

先行研究を踏まえ、全日制専門職大学院が抱える問題点をいくつかまとめていきたい。 

 一つ目は、全日制専門職大学院と研究系大学院は養成目標が違うため、学術学位と専門職学

位は実質的に何が違うのか？ 

二つ目は、2019 年までは、全日制専門職学位は 47 の専攻分野において、募集を行ってい

る。中国より先行して専門職大学院を発足させ、設置しているアメリカや日本の事例を概観

すると、専門職大学院は法科大学院、教職大学院、ビジネススクール MBA.MOTなどと、会計、

公共管理、臨床心理、公衆衛生、知的財産などの代表的な分野に集中しており、これらの分

野の専門性を強化しようとしている。一方、中国は多くの専門分野において、全日制専門職

大学院を設置しているが、質的な保証がきちんとなされているかどうかは検証する課題だと

思われる。 

三つ目は、現行の全日制専門職大学院の実態、教育効果について、検証的レベルの研究が少な

いことである。 

 

3．研究目的 

本論文の目的は、その制度上の特徴を明らかにさせる上で、教育現場における学生らの進学動

機・研究指導・指導方法・実習状況・学費・満足度などに関する実証研究を行うことにより、全

日制専門職大学院の現状を分析し、今後のあり方を模索しようとすることにある。 

 

4．論文構成 

論文は序章、第 1 章「中国における教育制度の発展」、第 2 章「中国における大学院の制度」、

第 3章「全日制専門職大学院の学位制度」、第 4章「「全日制専門職学位の現状」、第 5章「全日制

専門職大学院に関する実証研究」、「終章」で構成されている。 

第 1章は、各時期における中国の教育制度の発展プロセスを論じるものである。特に 90年代以

降からの現行の教育制度はどんなものであるかを論じる。90年代以降、国立大学、特に重点大学、

地方大学、民弁大学、独立学院が発展されてきたとともに、2003年まで、普通高等教育機関への

進学者数は 382.2 万人に急増し、大学進学率も 17％に達し、「マス化」段階に突入した。そして、

2007 年、中国の大学生数、大学院生数はぞれぞれ 1738 万人、110 万 5000 人に達している。高等

教育の大衆化は始まっている。また、民営大学、独立大学、中外合作弁学、独学試験なども急速

に発展していた。中国の教育制度は時代の変遷とともに、整備された。 

第 2 章は、中国の専門職大学院の発展背景と制度的仕組みについて論じるものである。育成目

標・育成方法・出願条件などで、学術学位と比較して、学術学位と専門職学位との違いを明らか

にする。そして、専門職大学院の位置づけと特徴を明らかにする。専門職学位は職業背景を有す

る一種の学位として、特定職業の高レベル専門人材を養成するために設置する学位であるため、

専門的知識と職業性を緊密に結び付けることが特徴である。 

第 3 章は、全日制専門職大学院の学位制度について論じるものである。中国の現行の学位制度

は三級学位制度と学位の三級管理制度が実施されている。国務院学位委員会、省レベルの学位委

員会、学位授与機構学位評定委員会はそれぞれ、中央政府、省レベルの地方政府、学位授与機関

の主管部門として、学位授与活動と学位管理の責任を負っている。学位制度が整備されたと伴い、



専門教育も発展してきた。1985年に「工程修士」の専門職学位教育が試験的に実施されたことか

ら、2009 年まで、工商管理修士、教育修士、会計修士など 19 の専門職学位が設置された。1991

年から 2009 までは、専門職大学院は主に、社会人を対象とし、非全日制の学習方式が実施されて

きた。2009年から、新規大学卒業者も専門職学位課程に受験できるようになり、全日制専門職大

学院教育が始まった。 

第 4 章は全日制専門職学位の現状について論じるものである。募集人数の増加、学位授与数の

増加、卒業生人数の増加、学位授与専攻数の増加という四つの面から、全日制専門職大学院の量

的拡大の状況を論じる。 

第 5 章は、全日制専門職大学院に関する実証研究を行うため、アンケート調査の内容と結果を

分析したものである。実際、教育現場で、全日制専門職大学院はどのような教育方式を用いてい

るか、学生がどのように学習・研究活動を行っているか、そして、どのような学習効果を果たし

ているかを明らかにするため、「大学院生の学習・研究活動と満足度調査」というアンケート調査

を行った。そして、かい二乗検定やｔ検定でデータを分析し、全日制専門職大学院の現状と課題

を明らかにする。 

終章は、第 2 章から第 5 章までの内容をまとめる。そして、全日制専門職大学院の教育方式、

研究指導方式などでの現状と課題を明らかにする。最後の全日制専門職大学院の在り方を探って

みる。今後の課題として日本の専門職大学院と比較研究を行うことである。 

 

5．研究方法 

本論文は、先行研究の成果を参考にするほか、中華人民共和国教育部・国務院学位委員辦公室

や「中国研究生招生信息網」1といった政府関係部門や公式サイトより公開された情報やデータな

どを用いる。そして、筆者が実証研究のためのアンケート調査を行う。 

 

6．調査分析の枠組み 

研究枠組みとして、学生の進学動機、教育方法、研究指導、卒業要件、学習、研究活動、経済

状況、大学院への満足度について調査をおこなう。 

 

7．調査結論 

「大学院生の学習・研究活動と満足度調査」を行ったことにより、全日制専門職大学院生の特

徴を以下のようにまとめよう。 

 まず、進学動機について、全日制専門職学位の学生は、専門知識も応用的能力も重要視してい

る。専門知識を習得し、応用的能力を持っていれば、就職しやすいと思うため、全日制専門職学

位を選んだ。彼らは専門職学位を自己実現の手段の一つとして捉えている。 

 全日制専門職学位の学生への教育方式は「実務家教員による授業」、「実習・実践」、「現地調査」

などがあるが、実務家教員の数が限られている。そして、「実習・実践」の機会と時間が少ないた

め、その教育方式は十分に行われないことがある。 

                                                   
1中国大学院生募集情報サイト https://yz.chsi.com.cn/ 



全日制専門職学位の学生への研究指導方式は「校内外連携指導制 2」であるが。実際、校外指導

教員を雇いにくい、大学の資金が足りない、校外指導教員の数が限られているため、「校内外連携

指導制」を実施するのは困難である 3。調査でも、「校内外連携指導制」の実施率は低いという結

論が出た。 

全日制専門職大学院の学生への卒業要件は、研究報告書の提出や実習への参加が求められる。

実際、調査ではその卒業要件が求められた大学は 4 割以上しかない。投稿論文や学術的な成果が

求められた大学は 3 割を占めている。全日制専門職大学院の学生への卒業要件は大学と専攻に

よって違うことがうかがえる。 

 全日制専門職学位の学生の学費は学術学位のそれより高い傾向がある。更に、奨学金の取得率

は学術学位より低い。 

大学院への満足度調査では、「プレゼン能力」、「情報収集と分析」、「外国言語能力」で、全日制

専門職学位の学生は自己評価が高い傾向がうかがえる。また、実習・実践の実施率が高くない、

そして、実習時間があまり長くないため、実力を高められる環境に恵まれているとは言い難いと

思われるため、自分の専攻の応用性があまり強くないと思う学生がいる。 

 

8．論文の結論 

 本論文は全日制専門職大学院の発展してきたプロセスを明らかにした。そして学術学位との

比較を試みて、専門職大学院の制度的仕組みを明らかにした。 

専門職大学院の育成目標や教育方法は学術学位と違う。専門職学位は養成目標、養成方法、授

与レベルにおいて学術学位と異なるとされる。まず、養成目標に関しては、学術学位が教育と科

学研究のための人材を養成するのに対して、専門学位は高いレベルの専門技術を持つ人材を養成

する。養成方法に関しては、学術学位が科学研究訓練を重視し、その科学の基礎理論と専門知識

の修得を強調するのに対し、専門職学位は専門技術職特有の基礎知識を強調し、実力訓練を重視

するという違いがある。授与する学位のレベルについては、学術学位がその学問の学術レベルと

科学研究能力の面から判断するのに対し、専門職学位がその職業能力によって認定されることに

なっている。 

また、全日制専門職大学院の現状と課題を明らかにするため、在学中の大学院生・大学院の卒

業生を対象に「大学院生の学習・研究活動と満足度調査」を行ったことにより、いくつかの結論

を得た。 

一つ目は、実践・実習などの教育方式が実施されるのは専門職教育の育成目標に沿って、行わ

れるものである。全日制専門職大学院の教育目標と教育方式は一致しているのであるが、実際に

教育現場でその教育方法は十分に行われていない。今回の調査で、全日制専門職大学院の卒業要

件として、「実習・実践」が求められる大学院は 4割以上しかない。 

また、「学位別教育方式と使用頻度」の調査内容では、「実習・実践」の「よく使う」と「時々

使う」の合計は、全日制専門職大学院は 7 割を占めており、学術学位とは、はっきりとした差は

なかった。しかも、「実習・実践」の「よく使う」は 3 割くらいの 30.59％となっている。実習、

                                                   
2「校内外連携指導制」は中国語で「双指導制」という。 
3中国学位与研究生発展年度報告課題組 『中国学位与研究生発展年度報告 2019』p.151  

社会科学文献出版社 



実践の実施率はあまり高くない。 

そして、「学位別実習時間」という調査内容で、「3 か月以内」と「半年」と回答した学生の割

合は、全日制専門職学位は、学術学位より多いが、一番長い実習時間である「3か月以内」は、 3

割も達していない。しかも、「半年」の実習時間は、2割しかないため、調査では、全日制専門職

学位の実習時間はあまり長くはないことがうかがえる。 

以上述べたように、全日制専門職学位の実習・実践の実施率が高くない、そして実習時間が長

くない状況では、実力を高められる環境に恵まれていると言い難い。そのため、自分の専攻の応

用性があまり強くないと思う学生がいる。 

二つ目は「校内外連携指導」という研究指導方式が、全日制専門職大学院の特徴の一つである

が、この面でも十分に行われていない。第二章で論じたように、専門職学位教育の指導方式は、

学術学位の「単一教員指導制」と違って、学術的な指導を行う校内指導教員と、実践活動を指導

し、専門的な技術を育む校外指導教員とともに、全日制専門職学位の学生を育むものである。今

回のアンケート調査で、「単一指導教員制」は 6 割以上を占めている。それに対し、「校内外連携

指導制」は 2 割まで達していないという結果を得た。調査では、全日制専門職大学院の「校内外

連携指導」の指導方式は十分に行われていないことがうかがえる。 

三つ目は、学生の実習・実践の時間が少ない、機会が少ないというのも全日制専門職大学院の

課題の一つとなっている。調査では、実習を半年ぐらい行った全日制専門職大学院生は、2 割以

上しかいない。自習時間が「3 か月」であった全日制専門職大学院生は 3 割近くいる。実習時間

が少ないという課題に対し、全日制専門職学位の修業年限を 2 年から三年まで延長する声がでて

きた。また、大学は政府、企業、社会団体と連携し、実習・実践ができるプラトフォームを提供

することが望ましいと思われる。 

また、全日制専門職大学院の学費が高い、奨学金の取得率が低い。2025年まで、専門職大学院

の募集人数は全大学院募集人数の 3 分の２まで高めるという目標は政府が出した。したがって、

専門職大学院生への学生支援も課題の一つだと思われる。奨学金制度や TA、研究助手、管理助手

である「三助」ポストへの補助を増やし、進学する意欲のある学生への支援が必要だと思われる。 

そして、全日制専門職学位の規模からみれば、2019 年までは、工程専門職学位の在学生は一番

多く、専門職大学院の全在学生の 4割近くを占めている。他の専門職学位の学生は少ない。また、

地域から見れば、専門職学位の学生は主に直轄市、省会都市など大都市に集中している。北京の

専門職学位の学生が一番多く、10％以上を占めている。続いて、上海市、湖北省、陝西省、山東

省の順になっている。専門職学位の学生が一番少ないのは、海南省、チベット、青海省、寧夏で

ある。専門職学位教育の発展は都市規模、政府の財政状況にも関わる。専門職大学院の発展は政

府の支援も欠かせない。 

専門職学位は職業資格とはあまり連動していないため、社会的な地名度は依然として、学術学

位よりあまり高くない。これから、専門教育の教育成果が見えるように職業資格を取れるような

仕組みを作るのが期待されている。 

教育効果において、学術学位は明確な評価基準があるが、専門職学位は専門能力への評価基準

は決められているが、基準の有効性がどれくらい発揮できるかは検証していく必要がある。 

専門職教育を拡大されてきたが、教育方式の多様性、柔軟性、創造性が欠けていると思われる。

実務家教員の数がたりない、現地調査や実習の機会が少ない状況では、フィールドワークやワー



クショップやシミュレーションなどの教育方式は十分に行われていないため、全日制専門職大学

院の教育方式は、多様性が欠けていると思われる。教育資源が限られている中、大学間連携教育

プログラムや国内外連携教育プログラムを通じて、教育資源を共有し、単位を認め合うといった

柔軟で創造的な教育方法も欠けている。全日制専門職学位の教育の質保証の問題は課題だと思わ

れる。 

また、調査では、全日制専門職大学院の学生の進学動機を明らかにした。全日制専門職大学院

の学生は、専門知識も応用能力も身に付けたい、就職やキャリヤデザインのために、大学院で専

門職教育を受けることを決めた傾向がうかがえる。中国では高学歴は依然として重要視されてい

る。近年、中国の大都市だけではなく、地方都市でも人材を受け入れるために、さまざまな人材

を確保する政策が打ち出した。全日制専門職大学院は大都市に集中していることが多く、2025ま

でに、専門職学位の学生数は全大学院生の 3 分の 2 まで拡大するという政策に相まって、全日制

専門職大学院の今後の在り方は注目を浴び続けると思われる。 

今後の研究課題として、日本の専門職大学院との比較研究を行ってみたいと思う。 

日本は、高度専門職業人養成に特化した実践的な教育を行う大学院修士課程として、2002までに、

経営管理、会計、ファイナンス、公衆衛生、医療経営などの分野で一橋大学、神戸大学、九州大

学など 10 大学 10 研究科が設置された。専任教員中に実務家教員を相当数配置し、教育面でも事

例研究、討論、実地調査といった授業方法、外部評価などを義務付ける。これまでの大学院教育

とずいぶんと異なる特徴を持つ機関として打ち上げらた 4（吉田・橋本 2010）。今までの先行文

献では、中日の専門職大学院に関する比較研究が少ないため、これからの研究課題として、中日

の専門職大学院の発足背景、位置付け、制度的仕組み、役割、現状などについて比較研究をおこ

なっていきたい。今後、中国の専門職大学院の発展のため、価値のある事例研究や貴重な経験を

を探ってみたいと思う。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
4吉田文・橋本紘市(2010)『航行をはじめた専門職大学院』東信堂 P.23。 
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